
(57)【要約】

【課題】走査線及び信号線の周辺部分からの光漏れを防

止するとともにクロストーク等の

表示不良を抑えることができ、加えて効率的な電力消費

を行うことができる液晶表示装置

を提供すること。

【解決手段】マトリクス状に配置された信号線３３及び

走査線３２と、信号線３３及び走

査線３２の交差部近傍に設けられたＴＦＴ３４と、信号

線３３及び走査線３２により区画

されるそれぞれの画素領域ごとに設けられる画素電極４

０と、を備えるアレイ基板１１と

、カラーフィルタ２２Ｒ～２２Ｂ及び共通電極２３が形

成されたカラーフィルタ基板１２

と、両基板間に配置された液晶層１３とを有する液晶表

示装置１０において、画素電極４

０は信号線３３及び走査線３２の少なくとも一方と平面

視で重ならない位置に設けられて

おり、隣接する画素電極４０間の下部には、樹脂ブラッ

クマトリクス４５が画素電極４０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 信 号 線 及 び 走 査 線 と 、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 交 差 部 近 傍 に
設 け ら れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 に よ り 区 画 さ れ る そ れ ぞ れ の 画 素
領 域 ご と に 設 け ら れ る 画 素 電 極 と 、 を 備 え る 第 １ 基 板 と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 及 び 共 通 電 極 が
形 成 さ れ た 第 ２ 基 板 と 、 前 記 両 基 板 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 層 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い
て 、
　 前 記 画 素 電 極 は 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 少 な く と も 一 方 と 平 面 視 で 重 な ら な い 位 置 に 設
け ら れ て お り 、 隣 接 す る 前 記 画 素 電 極 間 の 下 部 に は 、 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 前 記 画 素
電 極 と 平 面 視 で 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 少 な く と も 一 方 の 幅 は ３ ～ ５ μ ｍ で あ り 、 前 記 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ
ト リ ク ス の 幅 は ６ ～ １ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 上 部 で 前 記 画 素 電 極 間 の 下 部 に
設 け ら れ た 層 間 膜 に 埋 め 込 み 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 上 部 に も 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 画 素 電 極 の 下 部 に は 層 間 膜 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 画 素 電 極 と 前 記 層 間 膜 と の 間 の
少 な く と も 一 部 に は 反 射 膜 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 信 号 線 及 び 走 査 線 と 、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 交 差 部 近 傍 に
設 け ら れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 に よ り 区 画 さ れ る そ れ ぞ れ の 画 素
領 域 ご と に 設 け ら れ る 画 素 電 極 と 、 を 備 え る 第 １ 基 板 と 、
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 及 び 共 通 電 極 が 形 成 さ れ た 第 ２ 基 板 と 、 前 記 両 基 板 間 に 配 置 さ れ た 液 晶
層 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 素 電 極 は 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 少 な く と も 一 方 と 平 面 視 で 重 な ら な い 位 置 に 設
け ら れ て お り 、 隣 接 す る 前 記 画 素 電 極 間 の 下 部 に は 、 絶 縁 性 の 遮 光 性 部 材 が 前 記 画 素 電 極
と 平 面 視 で 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 遮 光 性 部 材 は 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 上 部 に も 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に は 、 前 記 画 素 領 域 に 対 応 し て ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 絶 縁 性 の 遮 光 性 部 材 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と は 異 な る
材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 信 号 線 及 び 走 査 線 と 、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 交 差 部 近 傍 に
設 け ら れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 覆 う 層 間 膜 と 、 前 記 層 間 膜 上 で
あ っ て 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 に よ り 区 画 さ れ る そ れ ぞ れ の 画 素 領 域 ご と に 設 け ら れ る 画 素
電 極 と 、 を 備 え る 第 １ 基 板 と 、
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 及 び 共 通 電 極 が 形 成 さ れ た 第 ２ 基 板 と 、
　 前 記 両 基 板 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 層 と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 素 電 極 は 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 少 な く と も 一 方 と 平 面 視 で 重 な ら な い 位 置 に 設
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け ら れ て お り 、
　 前 記 画 素 電 極 間 の 下 部 で は 、 前 記 信 号 線 又 は 走 査 線 の エ ッ ジ か ら 前 記 画 素 電 極 の エ ッ ジ
に 亘 り 、 絶 縁 性 の 遮 光 性 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 遮 光 性 部 材 は 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 上 部 に も 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に は 、 前 記 画 素 領 域 に 対 応 し て ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 絶 縁 性 の 遮 光 性 部 材 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と は 異 な る
材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 走 査 線 及 び 信 号 線 と 画 素 電 極 間 及 び 走 査 線 及 び 信 号
線 と 共 通 電 極 間 に 生 じ る 静 電 容 量 を 削 減 し て 、 表 示 不 良 の 防 止 や 消 費 電 力 の 低 減 を 実 現 し
た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 情 報 通 信 機 器 の み な ら ず 一 般 の 電 子 機 器 に お い て も 液 晶 表 示 装 置 の 適 用 が 急 速 に
普 及 し て い る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 は 自 ら 発 光 す る こ と が な い の で 、 基 板 の 裏 面 側 に バ ッ ク
ラ イ ト を 設 け た 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 が 多 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 下 に は 、 従 来 か ら 用 い ら れ て い る 一 般 的 な 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 ５ 及 び 図 ６
を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ５ は 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 部 分 を 拡 大 し て 示 す と と も に カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 透 視 し て 示 す 概 略 平 面 図 、 図 ６ は 図 ５ の Ｅ － Ｅ 線 で 切 断 し た 断 面 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 記 載 の 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ Ａ は 、 ア レ イ 基 板 １ １ と 、 カ ラ ー フ ィ ル
タ 基 板 １ ２ と 、 こ の 両 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 １ ３ と か ら な り 、 こ の う ち ア レ イ 基 板 １
１ は 、 ガ ラ ス 等 か ら な る 透 明 基 板 ３ １ と 、 導 電 物 質 か ら な り こ の 透 明 基 板 ３ １ 表 面 に 格 子
状 に 配 設 さ れ た 複 数 本 の 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ と 、 こ の 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ の
交 差 部 近 傍 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ と い う
。 ） ３ ４ と 、 導 電 物 質 か ら な り 走 査 線 ３ ２ 間 に 走 査 線 ３ ２ と ほ ぼ 平 行 に 複 数 本 設 け ら れ た
補 助 容 量 電 極 ３ ６ と 、 走 査 線 ３ ２ と 補 助 容 量 電 極 ３ ６ と を 覆 う 無 機 絶 縁 膜 か ら な る ゲ ー ト
絶 縁 膜 ３ ７ と 、 信 号 線 ３ ３ と Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ と を 覆 う 無 機 絶 縁 膜 か ら な る 保 護 絶 縁 膜 ３ ８ と 、
保 護 絶 縁 膜 ３ ８ 上 に 設 け ら れ た 有 機 絶 縁 膜 か ら な る 層 間 膜 ３ ９ と 、 層 間 膜 ３ ９ 上 に 設 け ら
れ 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ に よ っ て 囲 ま れ た １ 画 素 に 相 当 す る 領 域 を 覆 う よ う に 設 け ら
れ た Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） 等 か ら な る 画 素 電 極 ４ ０ と 、 か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ は 、 信 号 線 ３ ３ か ら 分 岐 さ れ た ソ ー ス 電 極 Ｓ と 、 走 査 線 ３ ３ か ら 分 岐 さ れ た
ゲ ー ト 電 極 Ｇ と 、 画 素 電 極 ４ ０ に 接 続 さ れ る ド レ イ ン 電 極 Ｄ と 、 ポ リ シ リ コ ン （ ｐ － Ｓ ｉ
） 又 は ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン （ ａ － Ｓ ｉ ） 等 か ら な る シ リ コ ン 層 ３ ５ と 、 か ら な る 。 ま た
、 画 素 電 極 ４ ０ は 補 助 容 量 電 極 ３ ６ 上 に 位 置 す る 層 間 膜 ３ ９ に 設 け ら れ た コ ン タ ク ト ホ ー
ル ４ １ を 介 し て ド レ イ ン 電 極 Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ２ は 、 ガ ラ ス 等 か ら な る 透 明 基 板 ２ １ と 、 こ の 透 明 基 板 ２
１ 表 面 に 格 子 状 に 形 成 さ れ た 金 属 ク ロ ム 等 か ら な る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ 図 示 省 略 ） と 、
こ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に よ っ て 区 画 さ れ た 領 域 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ
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） 、 青 （ Ｂ ） 等 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｇ 、 ２ ２ Ｂ と 、 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ
２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｇ 、 ２ ２ Ｂ 上 に 設 け ら れ た Ｉ Ｔ Ｏ 等 か ら な る 共 通 電 極 ２ ３ と 、 か ら な る 。 そ
し て 、 両 基 板 １ １ 、 １ ２ 表 面 を 対 向 さ せ て そ の 外 周 縁 同 士 を シ ー ル 材 （ 図 示 省 略 ） に よ り
貼 り 合 わ せ て 、 そ の 内 部 に ス ペ ー サ １ ４ を 配 設 さ せ る と と も に 液 晶 を 封 入 し て 液 晶 層 を 形
成 す る こ と に よ り 液 晶 表 示 装 置 １ ０ Ａ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ は 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る も の で あ り 、 液 晶 表 示 装 置 の 開 口 率 を 高 く す
る た め の 技 術 で あ る 。 こ の よ う に 従 来 か ら 知 ら れ て い る 開 口 率 を 向 上 さ せ る た め 、 画 素 電
極 の 領 域 を 拡 大 化 す る た め の 技 術 と し て 、 Ｆ Ｓ Ｐ （ Field Shield Pixel） な ど と 呼 ば れ て
い る も の が 知 ら れ て お り 、 Ｔ Ｆ Ｔ 上 を 有 機 絶 縁 膜 で 覆 い 、 表 面 全 体 を 平 坦 化 し た 後 画 素 電
極 を 形 成 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ８ ８ ２ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ７ は 図 ５ の Ｆ － Ｆ 線 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 従 来 の 液 晶 表 示 装
置 １ ０ Ａ に お い て は 、 １ 画 素 に 相 当 す る 領 域 を 覆 う 画 素 電 極 ４ ０ の 側 端 部 が 、 平 面 視 で 走
査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ と 重 な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ は 、 こ の 継 ぎ 目 部 分 か ら の
光 漏 れ 、 す な わ ち 液 晶 表 示 装 置 １ ０ Ａ の バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 が 画 素 電 極 端 部 で 電 圧 が 印
加 さ れ る こ と に よ っ て 液 晶 の 配 向 が 乱 れ た 部 分 の 液 晶 層 を 通 過 す る こ と で 生 じ る 光 漏 れ を
防 止 す る 目 的 で 、 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ と 画 素 電 極 ４ ０ と を 重 ね て い る も の で あ り 、
通 常 、 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ は 同 一 幅 で あ っ て 、 そ の 幅 Ｌ １ は 約 ８ μ ｍ で あ り 、 画 素
電 極 ４ ０ と の 重 な り 幅 Ｌ ２ は そ れ ぞ れ 約 ２ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 走 査 線 及 び 信 号 線 上 に 画 素 電 極 が 形 成 さ れ る と 、 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３
と 画 素 電 極 ４ ０ と の 間 に 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 所 定 の 静 電 容 量 Ｃ sd（ 、 Ｃ gd） が 存 在 す
る こ と に な る 。 こ の 静 電 容 量 Ｃ sd（ 、 Ｃ gd） が 所 定 値 以 上 に な る と 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ Ａ
の 駆 動 時 に 表 示 画 面 に ク ロ ス ト ー ク が 発 生 す る 。 ク ロ ス ト ー ク は 、 特 に 白 表 示 の 背 景 画 面
に 黒 表 示 が さ れ た 場 合 、 こ の 黒 表 示 の 周 辺 に 発 生 す る 。 こ の ク ロ ス ト ー ク 発 生 の メ カ ニ ズ
ム は 、 以 下 に 示 す よ う な 理 由 に よ る も の と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 図 ８ は 、 例 え ば 図 ５ ～
図 ７ に 示 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 １ ０ Ａ に お い て 、 ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し た 画 面 を 示 し て い る
。 図 ８ に 示 す よ う な 白 背 景 に 黒 の 画 面 が 表 示 さ れ た 場 合 に 、 白 背 景 領 域 内 を ポ イ ン ト Ｘ 、
黒 画 面 の 上 下 、 す な わ ち 信 号 線 側 に お け る 領 域 内 を ポ イ ン ト Ｙ と す る と 、 各 ポ イ ン ト Ｘ 、
Ｙ に お け る 電 圧 波 形 は 図 ９ に 示 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 図 ９ に 示 す よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 に 信 号 が 加 え ら れ る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ が 駆 動 さ れ
て 画 素 電 極 に 書 き 込 み が 開 始 さ れ る 。 な お 、 こ の と き の 画 素 電 極 の 電 位 は 、 補 助 電 極 容 量
に よ り 所 定 期 間 維 持 さ れ る （ 図 ９ （ ａ ） 参 照 。 ） 。 そ し て 、 こ の 書 き 込 み 期 間 に 画 素 電 極
に 書 き 込 ま れ る 白 表 示 用 の 電 位 は 、 対 向 電 極 電 位 Ｖ comの 振 幅 に 合 わ せ て 保 持 期 間 中 は 上
下 し て い る （ 図 ９ （ ｂ ） 参 照 。 ） 。 こ の 状 態 に お い て 、 ポ イ ン ト Ｘ 、 Ｙ に お け る 信 号 線 及
び 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 波 形 を 観 察 す る と 、 ポ イ ン ト Ｘ 部 分 の 信 号 線 に は 、 次 の 書 き
込 み 期 間 が 来 る ま で 常 に 白 表 示 の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 こ の ポ イ ン ト Ｘ 部 分 の 画 素 電 極 の 電 位
は 、 次 の 書 き 込 み 期 間 が 来 る ま で 同 じ 振 幅 で 上 下 し て い る （ 図 ９ （ ｃ ） 、 図 ９ （ ｄ ） 参 照
。 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 ポ イ ン ト Ｙ 部 分 の 信 号 線 に 途 中 で 黒 表 示 用 の 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 ポ イ ン ト Ｙ 部
分 の 画 素 電 極 の 電 位 は 、 信 号 線 に 黒 表 示 用 電 圧 が 印 加 さ れ て い る 間 、 振 幅 が 変 化 す る こ と
に な る （ 図 ９ （ ｅ ） 参 照 。 ） 。 こ の 結 果 、 液 晶 に か か る 電 圧 の 実 効 値 が ポ イ ン ト Ｘ と Ｙ で
異 な り 、 差 分 Δ Ｖ が 発 生 し 、 こ の 差 分 が 輝 度 の 差 と し て 表 れ て ク ロ ス ト ー ク 発 生 の 原 因 と
な る （ 図 ９ （ ｆ ） 参 照 。 ） 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 従 来 技 術 に 示 す よ う な 液 晶 表 示 装 置 １ ０ Ａ に お い て は 、 走 査 線 ３ ２ と 画 素 電
極 ４ ０ と の 間 に 生 じ る 静 電 容 量 Ｃ gd、 及 び 信 号 線 ３ ３ と 画 素 電 極 ４ ０ と の 間 に 生 じ る 静 電
容 量 Ｃ sdに よ っ て ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ る 。 こ の 問 題 を 解 決 す
る た め に は 、 補 助 容 量 電 極 ３ ６ と Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ の ド レ イ ン 電 極 Ｄ と の 重 な り 部 分 で 構 成 さ れ
る コ ン デ ン サ の 容 量 、 つ ま り ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 動 作 の た め の 信 号 保 持 容 量 で あ る 補 助
容 量 を 増 大 さ せ れ ば こ の 静 電 容 量 Ｃ gd、 Ｃ sdを 無 視 す る こ と が で き る が 、 こ の 補 助 容 量 を
大 き く す る た め に は 補 助 容 量 電 極 ３ ６ の 面 積 を 大 き く す る 必 要 が あ り 、 こ の 補 助 容 量 電 極
３ ６ が 遮 光 性 の 導 電 物 質 か ら な る こ と か ら 画 素 ご と の 開 口 率 が 低 下 す る と い う 更 な る 問 題
が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ Ａ に お い て は 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 ア レ イ 基 板
１ １ と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ２ と を 重 ね 合 わ せ た 際 に ア レ イ 基 板 １ １ の 信 号 線 ３ ３ と カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 １ ２ の 共 通 電 極 ２ ３ と の 間 に も 静 電 容 量 Ｃ scが 形 成 さ れ る 。 こ れ は 走 査 線
３ ２ と 共 通 電 極 ２ ３ と の 間 に も 同 様 に 形 成 さ れ 、 こ の 静 電 容 量 を Ｃ gcと す る と 、 液 晶 表 示
装 置 １ ０ Ａ の １ 画 素 の 等 価 回 路 は 図 １ ０ に 示 す よ う な も の と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ０ に 示 し た よ う に 、 静 電 容 量 Ｃ sc及 び Ｃ gcは 対 極 電 極 電 位 Ｖ comに 悪 影 響 を 及 ぼ し
、 詳 し く は こ の 静 電 容 量 Ｃ sc及 び Ｃ gcに よ っ て 電 力 が 消 費 さ れ る た め に 、 液 晶 表 示 装 置 １
０ Ａ の 消 費 電 力 が 増 大 す る と い う 問 題 点 も 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 に 用 い ら れ る Ｔ Ｆ Ｔ は 、 光 が 照 射 さ れ る と 微 弱 な 電 流 が 流 れ る と い
う 性 質 を 有 し て お り 、 こ の 微 弱 な 電 流 が 発 生 す る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 に 支 障 を
き た し て フ リ ッ カ が 生 じ る こ と か ら 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 Ｔ Ｆ Ｔ へ の 光 リ ー
ク を 防 止 す る 目 的 で カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 上 に 外 光 が Ｔ Ｆ Ｔ に 照 射 さ れ る の を 防 ぐ た め の ブ
ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 平 面 視 で Ｔ Ｆ Ｔ に 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ れ ば 、 外 光
の Ｔ Ｆ Ｔ へ の 照 射 に つ い て は あ る 程 度 抑 え る こ と が 可 能 で あ る が 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 上
に ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 設 け ら れ て い る た め に Ｔ Ｆ Ｔ と の 間 に 比 較 的 広 い 隙 間 が 形 成 さ れ
る た め 、 斜 め 方 向 か ら の 外 光 を 防 ぐ こ と は で き ず 、 さ ら に は 金 属 ク ロ ム 等 か ら な る ブ ラ ッ
ク マ ト リ ク ス に バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 が 照 射 さ れ る こ と で そ の 一 部 が 反 射 し て Ｔ Ｆ Ｔ に 照
射 さ れ 、 こ れ に よ り Ｔ Ｆ Ｔ へ の 光 リ ー ク が 生 じ る と い う 問 題 点 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 者 ら は 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 走 査 線 及 び 信 号 線 の 周 辺 部 分 か ら の 光 漏 れ 及 び フ リ ッ
カ を 防 止 す る と と も に 、 信 号 線 及 び 走 査 線 と 画 素 電 極 と の 間 に 生 じ る 静 電 容 量 を 良 好 に 抑
え る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 種 々 検 討 し た 結 果 、 信 号 線 及 び 走 査 線 上 に こ の 信 号 線 及
び 走 査 線 よ り も 幅 広 な 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 形 成 す る こ と に よ り 、 画 素 電 極 を 走 査 線
及 び 信 号 線 に 重 ね な く と も 光 漏 れ を 生 じ る こ と が な く 、 し か も 走 査 線 及 び 信 号 線 に よ り 各
画 素 間 の 遮 光 を 行 う 必 要 が な い の で 走 査 線 及 び 信 号 線 を 幅 狭 と す る こ と が で き る の で 、 走
査 線 及 び 信 号 線 と 共 通 電 極 と の 間 に 生 じ る 静 電 容 量 の 容 量 を 抑 え る こ と が で き る こ と を 見
出 し 、 本 発 明 に 至 っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 目 的 は 、 走 査 線 及 び 信 号 線 の 周 辺 部 分 か ら の 光 漏 れ を 防 止 す る と と
も に ク ロ ス ト ー ク 等 の 表 示 不 良 を 抑 え る こ と が で き 、 加 え て 効 率 的 な 電 力 消 費 を 実 現 し た
液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 の 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 発 明 は 、 マ ト リ ク
ス 状 に 配 置 さ れ た 信 号 線 及 び 走 査 線 と 、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 交 差 部 近 傍 に 設 け ら れ た
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 に よ り 区 画 さ れ る そ れ ぞ れ の 画 素 領 域 ご と に
設 け ら れ る 画 素 電 極 と 、 を 備 え る 第 １ 基 板 と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 及 び 共 通 電 極 が 形 成 さ れ た
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第 ２ 基 板 と 、 前 記 両 基 板 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 層 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画
素 電 極 は 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 少 な く と も 一 方 と 平 面 視 で 重 な ら な い 位 置 に 設 け ら れ て
お り 、 隣 接 す る 前 記 画 素 電 極 間 の 下 部 に は 、 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 前 記 画 素 電 極 と 平
面 視 で 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
信 号 線 及 び 走 査 線 の 少 な く と も 一 方 の 幅 は ３ ～ ５ μ ｍ で あ り 、 前 記 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク
ス の 幅 は ６ ～ １ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 上 部 で 前 記 画 素 電 極 間 の 下 部 に 設 け ら
れ た 層 間 膜 に 埋 め 込 み 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 上 部 に も 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
画 素 電 極 の 下 部 に は 層 間 膜 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 画 素 電 極 と 前 記 層 間 膜 と の 間 の 少 な く
と も 一 部 に は 反 射 膜 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 信 号 線 及 び 走 査 線 と
、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 交 差 部 近 傍 に 設 け ら れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 信 号 線 及 び
走 査 線 に よ り 区 画 さ れ る そ れ ぞ れ の 画 素 領 域 ご と に 設 け ら れ る 画 素 電 極 と 、 を 備 え る 第 １
基 板 と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 及 び 共 通 電 極 が 形 成 さ れ た 第 ２ 基 板 と 、 前 記 両 基 板 間 に 配 置 さ れ
た 液 晶 層 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 素 電 極 は 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 少 な
く と も 一 方 と 平 面 視 で 重 な ら な い 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 隣 接 す る 前 記 画 素 電 極 間 の 下 部
に は 、 絶 縁 性 の 遮 光 性 部 材 が 前 記 画 素 電 極 と 平 面 視 で 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
遮 光 性 部 材 は 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 上 部 に も 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に は 、 前 記 画 素 領 域 に 対 応 し て ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
絶 縁 性 の 遮 光 性 部 材 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と は 異 な る 材 料 か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 信 号 線 及 び 走 査 線
と 、 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 交 差 部 近 傍 に 設 け ら れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ を 覆 う 層 間 膜 と 、 前 記 層 間 膜 上 で あ っ て 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 に よ り 区 画 さ れ る
そ れ ぞ れ の 画 素 領 域 ご と に 設 け ら れ る 画 素 電 極 と 、 を 備 え る 第 １ 基 板 と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ
及 び 共 通 電 極 が 形 成 さ れ た 第 ２ 基 板 と 、 前 記 両 基 板 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 層 と 、 を 有 す る 液
晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 素 電 極 は 前 記 信 号 線 及 び 走 査 線 の 少 な く と も 一 方 と 平 面 視 で
重 な ら な い 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 画 素 電 極 間 の 下 部 で は 、 前 記 信 号 線 又 は 走 査 線 の
エ ッ ジ か ら 前 記 画 素 電 極 の エ ッ ジ に 亘 り 、 絶 縁 性 の 遮 光 性 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 遮 光 性 部 材 は 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 上 部 に も 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に は 、 前 記 画 素 領 域 に 対 応 し て ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 絶 縁 性 の 遮 光 性 部 材 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と は 異 な る 材
料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は 上 記 構 成 を 備 え る こ と に よ り 、 以 下 に 示 す よ う な 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。 す な わ
ち 、 請 求 項 １ 、 請 求 項 ６ 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 画 素 電 極 は 信 号 線 及 び 走 査 線 と 重
な ら な い 位 置 に 設 け ら れ て い る が 、 隣 接 す る 画 素 電 極 間 の 下 部 に こ の 画 素 電 極 に 重 な る よ
う に 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 、 絶 縁 性 の 遮 光 部 材 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 画 素 電 極 間 で
光 漏 れ が 生 じ る こ と が な い 。 つ ま り 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 信 号 線 等 の 周 辺 部 分
で 光 漏 れ が 生 じ な い よ う に す る た め に 信 号 線 と 画 素 電 極 と を 重 ね る こ と で 画 素 電 極 端 部 に
生 じ る 配 向 の 乱 れ た 液 晶 に 光 が 照 射 さ れ な い よ う に し て い た が 、 本 発 明 で は 信 号 線 及 び 走
査 線 に 代 わ っ て 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 、 絶 縁 性 の 遮 光 部 材 に よ り 遮 光 が 良 好 に 行 わ れ る
た め に 画 素 電 極 を 信 号 線 及 び 走 査 線 に 平 面 視 で 重 な る よ う に 形 成 す る 必 要 が な い 。 こ れ に
よ れ ば 、 特 に 画 素 電 極 と 信 号 線 と の 間 に 生 じ る 静 電 容 量 Ｃ sd、 す な わ ち ク ロ ス ト ー ク の 発
生 要 因 と な る 静 電 容 量 を 良 好 に 抑 え る こ と が で き る の で 、 信 号 保 持 容 量 で あ る 補 助 容 量 を
構 成 す る 補 助 容 量 電 極 の 面 積 を 大 き く し な く て も ク ロ ス ト ー ク 等 の 表 示 不 良 を 抑 え る こ と
が で き る 。 ま た 、 こ の 静 電 容 量 を 抑 え る こ と が で き る た め に こ の 静 電 容 量 で 消 費 す る 電 力
も 抑 え ら れ る の で 消 費 電 力 を 削 減 し た 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き る 。 な お 、 こ の 静 電 容 量 Ｃ
sdと し て は 、 信 号 線 に は 各 種 信 号 が 印 加 さ れ て い る た め に 、 信 号 線 と 画 素 電 極 と の 間 に 生
じ る 容 量 が 走 査 線 と 画 素 電 極 の 間 に 生 じ る 容 量 よ り も 大 き く な る 傾 向 に あ る た め 、 樹 脂 ブ
ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 少 な く と も 信 号 線 上 に 設 け ら れ る と よ い 。 こ れ は 走 査 線 は Ｔ Ｆ Ｔ に Ｏ
Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 信 号 を 供 給 す る の み で あ る た め に そ の 容 量 が そ れ ほ ど 大 き く な ら な い た め で あ
る 。 し か し な が ら 、 走 査 線 上 に も 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 設 け れ ば こ こ で も 表 示 不 良 を
起 こ す こ と が な く 、 ま た 走 査 線 と 画 素 電 極 及 び 走 査 線 と 共 通 電 極 間 の 静 電 容 量 を も 削 減 で
き る の で 、 よ り 消 費 電 力 の 少 な い 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 従 来 は 遮 光 性 を 確 保 す る た め に 約 ８ μ ｍ 程 度 必 要 で あ
っ た 信 号 線 及 び 走 査 線 が 遮 光 性 を 確 保 す る 必 要 が な く な っ た こ と で 、 こ れ よ り 細 い ３ ～ ５
μ ｍ 、 好 ま し く は ４ μ ｍ と す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 幅 の 狭 く な っ た 信 号 線 及 び 走
査 線 と 共 通 電 極 と の 間 に 生 じ る 静 電 容 量 も 必 然 的 に 小 さ く な り 、 よ り 高 効 率 な 電 力 消 費 の
液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の と き 信 号 線 及 び 走 査 線 に 代 わ っ て 画 素
電 極 間 の 遮 光 性 を 維 持 す る 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス の 幅 は ６ ～ １ ０ μ ｍ 、 好 ま し く は 従 来
の 信 号 線 及 び 走 査 線 と 等 し い ８ μ ｍ と す る こ と で 、 遮 光 性 が 従 来 に 比 べ て 低 下 す る 恐 れ も
な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス が 層 間 膜 内 に 埋 め 込 み 配 置 さ
れ る こ と で 層 間 膜 の 肉 厚 を 従 来 の も の と 同 一 と す る こ と が で き る の で 、 液 晶 表 示 装 置 自 体
が 厚 く な る 恐 れ が な く 、 ま た 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス は 有 機 又 は 無 機 絶 縁 膜 に 周 囲 を 囲 ま
れ た 状 態 で 配 置 さ れ て い る の で 、 各 配 線 か ら の 電 荷 の 悪 影 響 を 受 け る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 、 請 求 項 ７ 、 請 求 項 １ １ の 発 明 に よ れ ば 、 画 素 電 極 間 に 設 け ら れ た 樹 脂
ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 、 遮 光 性 部 材 に よ っ て 、 配 線 上 の 光 漏 れ 等 は 抑 え ら れ て い る が 、 さ ら
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に Ｔ Ｆ Ｔ 上 に も こ の 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 、 遮 光 性 部 材 を 設 け れ ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ へ の 光 リ ー
ク を 確 実 に 阻 止 す る こ と が で き る よ う に な る 。 す な わ ち 、 従 来 の よ う に カ ラ ー フ ィ ル タ 基
板 上 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 設 け た 場 合 に 比 べ て ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と Ｔ Ｆ Ｔ と の 距 離 が
極 め て 狭 く 、 よ っ て 斜 め 方 向 か ら の 外 光 の 侵 入 及 び バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 が 樹 脂 ブ ラ ッ ク
マ ト リ ク ス に 反 射 し て Ｔ Ｆ Ｔ に 照 射 さ れ る と い う こ と が ほ と ん ど な く な り 、 フ リ ッ カ の 発
生 を 良 好 に 抑 え る こ と が で き る よ う に な る 。 な お 、 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 設 け ら れ る 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ
ト リ ク ス 、 遮 光 性 部 材 は 、 前 述 の 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 、 遮 光 性 部 材 と 同 一 材 料 の も の
を 使 用 で き 、 よ っ て 、 画 素 電 極 間 に 設 け ら れ た 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 、 遮 光 性 部 材 と 同
一 工 程 で 形 成 さ れ る よ う に す れ ば 、 製 造 工 程 を 増 加 さ せ る こ と が な く よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 限 ら ず 、 例 え ば １ 画 素 領 域 中
の 補 助 容 量 電 極 や Ｔ Ｆ Ｔ 等 が 設 け ら れ た 遮 光 部 上 に 反 射 膜 を 形 成 す れ ば 、 半 透 過 型 の 液 晶
表 示 装 置 と な り 、 画 素 領 域 全 体 に 反 射 膜 を 形 成 す れ ば 反 射 型 の 液 晶 表 示 装 置 と な る が 、 い
ず れ も 上 述 の 構 成 を 備 え る こ と で 、 表 示 不 良 を 抑 え た 高 効 率 な 電 力 消 費 の 液 晶 表 示 装 置 を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 最 良 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 但 し 、 以 下 に 示 す 実 施 形 態
は 、 本 発 明 の 技 術 思 想 を 具 体 化 す る た め の 液 晶 表 示 装 置 を 例 示 す る も の で あ っ て 、 本 発 明
を こ の 液 晶 表 示 装 置 に 特 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 含 ま れ る
そ の 他 の 実 施 形 態 の も の も 等 し く 適 応 し 得 る も の で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 部 分 を 拡 大 し て 示 す と と も に カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 透 視 し て 示 す 概 略 平 面 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 で 切 断 し た 断 面 図 、
図 ３ は 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 で 切 断 し た 断 面 図 、 図 ４ は 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る
。 な お 、 以 下 に 示 す 液 晶 表 示 装 置 １ ０ に お い て 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ Ａ と 同 様 の 構 成 を
示 す 部 分 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ア レ イ 基 板 １ １ と 、 カ ラ ー
フ ィ ル タ 基 板 １ ２ と 、 こ の 両 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 １ ３ と か ら な り 、 こ の う ち ア レ イ
基 板 １ １ は 、 ガ ラ ス 等 か ら な る 透 明 基 板 ３ １ と 、 導 電 物 質 か ら な り こ の 透 明 基 板 ３ １ 表 面
に 格 子 状 に 配 設 さ れ た 複 数 本 の 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ と 、 こ の 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線
３ ３ の 交 差 部 近 傍 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と な る Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ と 、 導 電 物 質 か ら な り
走 査 線 ３ ２ 間 に 走 査 線 ３ ２ と ほ ぼ 平 行 に 複 数 本 設 け ら れ た 補 助 容 量 電 極 ３ ６ と 、 走 査 線 ３
２ と 補 助 容 量 電 極 ３ ６ と を 覆 う 無 機 絶 縁 膜 か ら な る ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ７ と 、 信 号 線 ３ ３ と Ｔ
Ｆ Ｔ ３ ４ と を 覆 う 無 機 絶 縁 膜 か ら な る 保 護 絶 縁 膜 ３ ８ と 、 保 護 絶 縁 膜 ３ ８ 上 に 設 け ら れ た
有 機 絶 縁 膜 か ら な る 層 間 膜 ３ ９ と 、 層 間 膜 ３ ９ 上 に 設 け ら れ 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ に
よ っ て 囲 ま れ た １ 画 素 に 相 当 す る 領 域 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た Ｉ Ｔ Ｏ 等 か ら な る 画 素 電 極
４ ０ と 、 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ 上 の 層 間 膜 ３ ９ に 埋 め 込 み 配 置 さ れ た 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ
ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６ か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ は 、 信 号 線 ３ ３ か ら 分 岐 さ れ た ソ ー ス 電 極 Ｓ と 、 走 査 線 ３ ２ か ら 分 岐 さ れ た
ゲ ー ト 電 極 Ｇ と 、 画 素 電 極 ４ ０ に 接 続 さ れ る ド レ イ ン 電 極 Ｄ と 、 ポ リ シ リ コ ン （ ｐ － Ｓ ｉ
） 又 は ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン （ ａ － Ｓ ｉ ） 等 か ら な る シ リ コ ン 層 ３ ５ と 、 か ら な る 。 ま た
、 画 素 電 極 ４ ０ は 補 助 容 量 電 極 ３ ６ 上 に 位 置 す る 層 間 膜 ３ ９ に 設 け ら れ た コ ン タ ク ト ホ ー
ル ４ １ を 介 し て ド レ イ ン 電 極 Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６ は 、 図 １ に お い て ハ ッ チ ン グ を 付 し た 部 分 で あ り 、
遮 光 性 を 備 え る 樹 脂 材 料 か ら な り 、 信 号 線 ３ ３ 上 に 形 成 さ れ る 信 号 線 側 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト
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リ ク ス ４ ５ と 、 走 査 線 ３ ２ 上 に 形 成 さ れ る 走 査 線 側 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ６ と 、 が 走
査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ に 合 わ せ て 格 子 状 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 な お 、 走 査 線 ３ ２ 及
び 信 号 線 ３ ３ の 線 幅 は 本 実 施 例 で は 等 し い の で 、 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６ の 線
幅 も 等 し く 、 好 ま し く は ６ ～ １ ０ μ ｍ 、 さ ら に 好 適 に は ８ μ ｍ と す る 。 こ の と き 、 走 査 線
３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ の 幅 は ３ ～ ５ μ ｍ が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は ４ μ ｍ と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ２ は 、 ガ ラ ス 等 か ら な る 透 明 基 板 ２ １ と 、 こ の 透 明 基 板 ２
１ 表 面 に 格 子 状 に 形 成 さ れ た 金 属 ク ロ ム 等 か ら な る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ 図 示 省 略 ） と 、
こ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス に よ っ て 区 画 さ れ た 領 域 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ
） 、 青 （ Ｂ ） 等 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｇ 、 ２ ２ Ｂ と 、 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ
２ ２ Ｒ 、 ２ ２ Ｇ 、 ２ ２ Ｂ 上 に 設 け ら れ た Ｉ Ｔ Ｏ 等 か ら な る 共 通 電 極 ２ ３ と 、 か ら な る 。 そ
し て 、 両 基 板 １ １ 、 １ ２ 表 面 を 対 向 さ せ て そ の 外 周 縁 同 士 を シ ー ル 材 （ 図 示 省 略 ） に よ り
貼 り 合 わ せ て 、 そ の 内 部 に ス ペ ー サ １ ４ を 配 設 さ せ る と と も に 液 晶 を 封 入 し て 液 晶 層 を 形
成 す る こ と に よ り 液 晶 表 示 装 置 １ ０ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ の ア レ イ 基 板 １ １ の 製 造 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 先 ず 、 透 明 基 板 ３ １ 上 に 所 定 厚 の ア ル ミ ニ ウ ム 、 モ リ ブ デ ン 、 ク ロ ム あ る い は こ れ ら の
合 金 か ら な る 導 電 物 質 を 成 膜 す る 。 そ し て 、 周 知 の フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 を 用 い て パ タ
ー ニ ン グ す る こ と に よ り そ の 一 部 を エ ッ チ ン グ 除 去 し 、 横 方 向 に 伸 び る 幅 ４ μ ｍ の 複 数 本
の 走 査 線 ３ ２ と 、 こ れ ら 複 数 本 の 走 査 線 ３ ２ 間 に 補 助 容 量 電 極 ３ ６ と を 形 成 す る 。 な お 、
隣 接 す る 補 助 容 量 電 極 ３ ６ は 幅 狭 な 連 結 配 線 に よ り 連 結 さ れ た い わ ゆ る Cs On Common型 の
補 助 容 量 電 極 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 前 記 工 程 に よ っ て 走 査 線 ３ ２ と 補 助 容 量 線 ３ ６ が 形 成 さ れ た 透 明 基 板 ３ １ 上 を 覆 う
よ う に 所 定 厚 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ７ が 成 膜 さ れ る 。 こ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ７ と し て は 窒 化 シ リ
コ ン な ど か ら な る 透 明 な 樹 脂 材 が 用 い ら れ る 。 そ し て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ ７ 上 に 半 導 体 層 、
例 え ば ａ － Ｓ ｉ を 成 膜 す る 。 そ し て 、 走 査 線 ３ ２ か ら 延 設 さ れ た ゲ ー ト 電 極 Ｇ を 覆 う 部 分
を 残 し て ａ － Ｓ ｉ 層 を エ ッ チ ン グ 除 去 し 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ の 一 部 と な る シ リ コ ン 層 ３ ５ を 形 成
す る 。 次 に 、 上 記 と 同 様 の 方 法 を 用 い て 走 査 線 ３ ２ に 直 交 す る 方 向 に 延 び る 幅 ４ μ ｍ の 複
数 本 の 信 号 線 ３ ３ と 、 こ の 信 号 線 ３ ３ か ら 延 設 さ れ シ リ コ ン 層 ３ ５ に 接 続 さ れ る ソ ー ス 電
極 Ｓ と 、 補 助 容 量 電 極 ３ ６ 上 を 覆 う と と も に 一 端 が シ リ コ ン 層 ３ ５ に 接 続 さ れ る ド レ イ ン
電 極 Ｄ を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 透 明 基 板 ３ １ の 走 査 線 ３ ２ と 信 号 線 ３ ３ と の 交 差 部 近 傍
に は ス イ ッ チ ン グ 素 子 と な る Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ が 形 成 さ れ る 。 さ ら に ま た 、 各 種 配 線 を 覆 う よ う
に 透 明 基 板 ３ １ 上 に 表 面 の 安 定 化 の た め の 無 機 絶 縁 材 料 か ら な る 保 護 絶 縁 膜 ３ ８ を Ｃ Ｖ Ｄ
法 に よ っ て 厚 さ ０ ． １ ～ ０ ． ５ μ ｍ 程 度 に 成 膜 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ の 上 部 に 、 こ れ ら の 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ を 覆 う
よ う に 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６ を 形 成 す る 。 こ の 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５
、 ４ ６ は そ の 幅 が ８ μ ｍ で あ っ て 、 平 面 視 で こ の 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６ の 下
部 に 位 置 す る 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ が 見 え な い よ う に 形 成 さ れ て い る （ 図 ３ 、 図 ４ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 続 い て 、 ア レ イ 基 板 １ １ の 表 面 を 平 坦 化 す る た め の 有 機 絶 縁 材 料 か ら な る 層 間 膜 ３ ９ が
基 板 全 面 に ス ピ ン コ ー ト 法 に よ っ て 成 膜 さ れ る 。 こ の 層 間 膜 ３ ９ の 膜 厚 は 厚 い 位 置 で は 大
体 ２ ． ０ ～ ３ ． ０ μ ｍ の 厚 み に な っ て い る 。
な お 、 こ の 層 間 膜 ３ ９ は 成 膜 さ れ た 段 階 で 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６ を そ の 内 部
に 埋 め 込 む よ う に 成 膜 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 層 間 膜 ３ ９ の 補 助 容 量 電 極 ３ ６ 上 に 位 置 す
る 部 分 に は 後 述 す る 画 素 電 極 ４ ０ と ド レ イ ン 電 極 Ｄ と を 電 気 的 に 接 続 す る た め の コ ン タ ク
ト ホ ー ル ４ １ が 設 け ら れ て い る が 、 こ の 穴 の 位 置 は 補 助 容 量 電 極 ３ ６ 上 に 限 ら な い 。 た だ
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し 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ １ が 形 成 さ れ た 部 分 は 液 晶 表 示 装 置 １ ０ と し て カ ラ ー フ ィ ル タ 基
板 １ ２ と 貼 り 合 わ せ た 際 に そ の 基 板 間 距 離 が 他 の 部 分 と 異 な る た め 、 表 示 品 質 の バ ラ つ き
が 生 じ る 恐 れ が あ る の で 、 好 ま し く は 遮 光 性 材 料 で あ る 補 助 容 量 電 極 ３ ６ 上 に 設 け る も の
と す る 。 そ し て 、 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ に よ っ て 囲 ま れ た １ 画 素 領 域 ご と に 例 え ば Ｉ
Ｔ Ｏ か ら な る 画 素 電 極 ４ ０ を 形 成 す る 。 こ の と き 画 素 電 極 ４ ０ の 外 周 縁 は 、 近 接 す る 走 査
線 ３ ２ あ る い は 信 号 線 ３ ３ と 平 面 視 で 重 な ら な い 位 置 に 設 け ら れ る と と も に 、 こ の 外 周 縁
は 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６ 上 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 以 上 の 工 程 に
よ り ア レ イ 基 板 １ １ が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 述 し た と お り 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 画 素 電 極 ４ ０ の 外 周 縁 が 走 査 線
３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ に 平 面 視 で 重 な る こ と な く 、 か つ 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６
に は 重 な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ 、 ４ ６ に よ り
良 好 な 遮 光 性 が 確 保 さ れ て い る と と も に 、 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ と 画 素 電 極 ４ ０ と の
間 に で き る 静 電 容 量 コ ン デ ン サ の 容 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 加 え て 、 遮 光 性 を 考 慮 し な い で 走 査 線 ３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ を 形 成 で き る の で 、 そ の 線 幅
を 小 さ く 、 例 え ば 従 来 の 約 ８ μ ｍ か ら ４ μ ｍ と す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 こ の 走 査 線
３ ２ 及 び 信 号 線 ３ ３ と 共 通 電 極 ２ ３ と を 電 極 と す る 静 電 容 量 コ ン デ ン サ Ｃ sc、 Ｃ gc（ 図 １
０ 参 照 ） の 容 量 を も 削 減 で き る の で 、 こ の 静 電 容 量 に 電 力 を 消 費 す る こ と が な く 効 率 の よ
い 消 費 電 力 で 動 作 す る 液 晶 表 示 装 置 １ ０ と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 に お い て は 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 隣 接 す る 画 素 電 極 間 、 す な わ ち
信 号 線 及 び 走 査 線 上 に の み 設 け た が 、 こ の 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を Ｔ Ｆ Ｔ 上 に も 設 け れ
ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ へ の 光 リ ー ク に よ る フ リ ッ カ の 発 生 を 良 好 に 抑 え る こ と が で き る の で 好 ま し い
。 ま た 、 こ の よ う に Ｔ Ｆ Ｔ 上 に も 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 形 成 し た い 場 合 に は 、 信 号 線
及 び 走 査 線 上 に 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 形 成 す る 工 程 と 同 時 に 設 け る よ う に す る 。 な お
こ の 点 に つ い て は 実 施 例 ２ で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 部 分 を 拡 大 し て 示 す と と も
に カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 透 視 し て 示 す 概 略 平 面 図 、 図 １ ２ （ Ａ ） は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態
に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 を 示 し て い る 。 な お 、 実 施 例 １ と 同 じ も の に つ い て は 同 じ 符
号 を 付 し て い る 。 そ し て こ の 断 面 図 は 信 号 線 ３ ３ の 位 置 と Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ の 位 置 の 断 面 で あ り
、 Ａ ´ ― Ａ ´ ´ 線 で 切 断 し た 断 面 図 を 示 し て い る 。 ま た 図 １ ２ （ Ｂ ） に は 実 施 例 ２ と 比 較
の す る た め に 図 １ ２ （ Ａ ） と 同 様 の 位 置 に お け る 従 来 の 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 実 施 例 ２ も 実 施 例 １ と 同 様 に 、 平 面 視 の 際 、 信 号 線 ３ ３ と 画 素 電 極 ４ ０ と が 重 な ら な い
よ う に 配 置 し て あ り 、 画 素 電 極 ４ ０ の 下 部 に お い て 信 号 線 ３ ３ の エ ッ ジ か ら 画 素 電 極 ４ ０
の エ ッ ジ に 亘 っ て 絶 縁 性 の 遮 光 部 材 ４ ８ が 設 け ら れ て い る 。 な お 実 施 例 １ の 説 明 で は 図 示
し て い な か っ た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １ 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ に つ い て 、 実 施 例 ２
で は 走 査 線 ３ ２ 、 信 号 線 ３ ３ と 平 面 視 の 際 に 重 な る よ う し て 形 成 さ れ て い る ブ ラ ッ ク マ ト
リ ク ス ５ ０ を 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 絶 縁 性 の 遮 光 部 材 ４ ８ は 、 実 施 例 １ の 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ４ ５ と 同 様 の も の で も よ
い し 、 遮 光 性 が あ る も の で あ れ ば 絶 縁 体 の 酸 化 物 の よ う な も の で も 構 わ な い が 、 製 造 面 、
加 工 面 等 を 考 慮 す る と 樹 脂 製 の も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 絶 縁 性 の 遮 光 部 材 ４ ８ は 、 具 体 的 に は 一 般 的 な 樹 脂 材 料 に 、 カ ー ボ ン 粒 子 を ア ク リ ル で
包 ん だ も の を 混 ぜ て い る 。 絶 縁 性 で あ る た め よ り 高 抵 抗 で あ る こ と が 望 ま し く 、 具 体 的 に
は １ ０ １ ３ Ω ・ ｃ ｍ 以 上 が 望 ま し い 。 ま た 誘 電 率 は 低 い こ と が 望 ま し く 、 誘 電 率 ε は １ ４
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Ｆ ／ ｍ 以 下 、 よ り 望 ま し く は １ ０ Ｆ ／ ｍ 以 下 と な る も の が 不 要 な 容 量 を 低 減 す る 意 味 で 望
ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 こ の 遮 光 部 材 ４ ８ と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ １ 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ と は 、
遮 光 性 を 要 求 さ れ る も の で あ る が 異 な る 材 料 か ら な る 。 そ し て 遮 光 部 材 ４ ８ は で き る だ け
高 い 遮 光 性 を 有 し て い る 方 が 好 ま し い が 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ２ 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク
ス ５ ０ と 同 等 の 遮 光 性 が 必 ず し も 必 要 と い う わ け で は な い 。 通 常 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ２
側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ は 、 基 板 全 面 に ベ タ で 形 成 さ れ る 共 通 電 極 ２ ３ よ り も 透 明 基
板 ２ １ 側 に 設 け ら れ て い る の で 、 主 に 遮 光 性 だ け を 考 慮 す れ ば よ い 。 し た が っ て 一 般 的 に
ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ は 、 金 属 ク ロ ム 等 を ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 成 膜 す る こ と で 形 成
さ れ て い る 。 そ し て ５ ０ ０ Å 程 度 と 非 常 に 薄 い に も 関 わ ら ず 、 遮 光 性 は 非 常 に 高 く 、 こ れ
に よ り 隣 り 合 う 色 に よ る 混 色 を 防 止 等 し て い る 。 一 方 遮 光 部 材 ４ ８ は 、 信 号 線 ３ ３ と 画 素
電 極 ４ ０ と の 間 に 位 置 し て お り 、 上 述 の よ う に 遮 光 性 だ け で な く 、 高 抵 抗 で 誘 電 率 が 低 い
こ と が 望 ま れ る 。 し た が っ て ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ よ り 材 料 の 特 性 が 重 要 と な っ て お り
、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ よ り 遮 光 性 が 劣 る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 遮 光 部 材 ４ ８ は 、 実 施 例 １ と 同 様 に ス ピ ン コ ー ト 法 に よ り 成 膜 し た も の を 所 定 の 形
状 に パ タ ー ニ ン グ し て い る 。 具 体 的 に は 参 考 に 示 し た 図 １ ２ （ Ｂ ） の 従 来 の パ ネ ル に お い
て 、 信 号 線 と 画 素 電 極 と が 重 な っ て い た 部 分 だ け で な く 、 信 号 線 ３ ３ の 上 部 も 含 め て 、 遮
光 部 材 ４ ８ を 設 け て い る 。 し た が っ て 従 来 遮 光 す る た め に 重 な っ て い た 信 号 線 と 画 素 電 極
と の 部 分 に お い て 、 必 ず 発 生 し て い た 容 量 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が 可 能 と な り 、 ま た 従 来
信 号 線 と 画 素 電 極 と が 重 な る こ と で 防 止 し て い た 画 素 電 極 の エ ッ ジ 近 傍 で の 光 漏 れ も 遮 光
部 材 ４ ８ に よ り 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 遮 光 部 材 ４ ８ は 樹 脂 か ら な る た め 厚 く 形 成 す る こ と が 容 易 な の で 、 大 体 １ ． ０ ～ １
． ５ μ ｍ く ら い の 厚 さ に す る こ と に よ り 、 斜 め 方 向 か ら 入 射 し て く る バ ッ ク ラ イ ト か ら の
光 も 効 果 的 に 遮 光 す る こ と が で き る 。 そ し て 厚 く 形 成 し た 遮 光 部 材 ４ ８ を 覆 う と と も に ア
レ イ 基 板 １ ２ 側 の 表 面 を 平 坦 に す る よ う に 大 体 ２ ． ０ ～ ３ ． ０ μ ｍ く ら い の 厚 さ に 成 膜 さ
れ た 層 間 膜 ３ ９ の 上 に 、 画 素 電 極 ４ ０ を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る の で 開 口 率 向 上 を 図 る
こ と が で き る 。 特 に 遮 光 部 材 ４ ８ を ア レ イ 基 板 １ ２ 側 に 厚 く 形 成 す る こ と で 、 斜 め 方 向 か
ら の バ ッ ク ラ イ ト の 光 を ア レ イ 基 板 １ ２ 側 で 効 果 的 に 遮 光 で き る の で 、 ア レ イ 基 板 １ ２ 側
で の バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 漏 れ を あ ま り 考 慮 す る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 カ ラ ー フ ィ ル
タ 基 板 １ １ 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ も ア レ イ 基 板 １ ２ 側 か ら の バ ッ ク ラ イ ト の 光 漏 れ
を 考 慮 す る 必 要 が な い た め 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ を 細 く で き 、 よ り 開 口 率 の 向 上 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 遮 光 部 材 ４ ８ の 上 部 を 更 に 層 間 膜 ３ ９ で 覆 っ て い る が 、 こ の 部 分 に 層 間 膜 ３ ９ を
設 け ず 、 遮 光 部 材 ４ ８ の 上 に 画 素 電 極 を 形 成 し て も よ い 。 し か し な が ら 有 機 絶 縁 膜 か ら な
る 層 間 膜 ３ ９ は 、 誘 電 率 ε が ４ Ｆ ／ ｍ 程 度 で あ る の に 比 べ 、 上 述 の 通 り 遮 光 部 材 ４ ８ は 誘
電 率 が こ れ よ り 高 く な る の で 、 少 し で も 不 要 な 容 量 を 低 減 さ せ る に は 遮 光 部 材 ４ ８ の 上 部
を 層 間 膜 ３ ９ で 覆 っ て お く 構 造 の 方 が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 実 施 例 ２ に お い て は Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ の 上 部 に も 遮 光 部 材 ４ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 遮
光 部 材 ４ ９ は 、 遮 光 部 材 ４ ８ と 同 一 材 料 、 同 一 工 程 で 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に Ｔ Ｆ Ｔ
上 に も 遮 光 部 材 ４ ９ を 設 け て お く こ と で 、 斜 め 方 向 か ら 入 射 し て き た 外 光 （ 図 で は 矢 印 で
示 し て い る ） も 遮 光 部 材 ４ ９ で 防 止 す る こ と が で き 、 ま た 金 属 ク ロ ム 等 か ら な る カ ラ ー フ
ィ ル タ 基 板 １ ２ 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ に よ っ て 反 射 し た バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 も 遮
光 部 材 ４ ９ で 防 止 す る こ と が で き る 。 し た が っ て こ れ ら の 光 が Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ に 照 射 さ れ る こ
と が な く 、 Ｔ Ｆ Ｔ へ の 光 リ ー ク を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 従 来 で あ れ ば 斜 め か ら の 外
光 を 防 止 す る た め 、 あ る 程 度 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ２ 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ を 、 Ｔ
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Ｆ Ｔ ３ ４ を 少 し 広 く 覆 う よ う に 形 成 し て お く 必 要 が あ っ た が 遮 光 部 材 ４ ９ に よ っ て そ の 必
要 が な い 。 し た が っ て カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ２ 側 の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ を 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３
４ と 同 じ 広 さ で 形 成 し て も よ い し 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ の 上 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ５ ０ を 設 け な く
て も よ い の で 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ の 開 口 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 遮 光 部 材 ４ ８ は 信 号 線 ３ ３ を 台 形 状 の よ う な 形 で 覆 っ て い る が 、 こ の よ う な 形 状
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 信 号 線 ３ ３ の エ ッ ジ か ら 画 素 電 極 ４ ０ の エ ッ ジ に 亘 り 遮 光 部
材 ４ ８ が 設 け ら れ て い れ ば よ く 、 信 号 線 ３ ３ の 一 方 の エ ッ ジ か ら 画 素 電 極 ４ ０ の エ ッ ジ に
亘 り 遮 光 部 材 ４ ８ が 配 置 さ れ て お り 、 別 途 信 号 線 ３ ３ の 他 方 の エ ッ ジ か ら 画 素 電 極 ４ ０ の
エ ッ ジ に 亘 り 遮 光 部 材 ４ ８ が 配 置 さ れ て い る 、 つ ま り 遮 光 部 材 ４ ８ が 信 号 線 ３ ３ の 両 側 に
お い て 別 々 に 設 け ら れ て い る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ を 透 過 型 で は な く 半 透 過 型 と す る 場 合 に は 、 画 素 領 域
の 開 口 部 を 除 く 領 域 に 形 成 さ れ た 層 間 膜 ３ ９ の 表 面 に 微 細 な 凹 凸 を 形 成 す る と と も に 、 こ
の 凹 凸 部 と 画 素 電 極 ４ ０ と の 間 に 光 反 射 材 料 か ら な る 反 射 膜 を 成 膜 す れ ば よ い 。 ま た 、 こ
の 液 晶 表 示 装 置 を 反 射 型 と し た い 場 合 は 、 層 間 膜 ３ ９ と 画 素 電 極 ４ ０ と の 間 の 全 域 に 反 射
膜 を 成 膜 す れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 部 分 を 拡 大 し て 示 す と と
も に カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 透 視 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 部 分 を 拡 大 し て 示 す と と も に カ ラ ー フ ィ ル タ
基 板 を 透 視 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 図 ５ の Ｅ － Ｅ 線 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 図 ５ の Ｆ － Ｆ 線 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し た 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し て い る と き の 液 晶 表 示 装 置 の 各 ポ イ ン ト の 電 圧 波 形
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 分 の 等 価 回 路 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の １ 画 素 部 分 を 拡 大 し て
示 す と と も に カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 透 視 し て 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ （ Ａ ） は 図 １ １ の Ａ ´ ― Ａ ´ ´ 線 の 断 面 図 を 示 し て お り 、 図 １ ２ （ Ｂ ）
は 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
１ ０ 、 １ ０ Ａ 　 　 液 晶 表 示 装 置
１ １ 　 　 　 　 　 　 ア レ イ 基 板
１ ２ 　 　 　 　 　 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
１ ３ 　 　 　 　 　 　 液 晶 層
１ ４ 　 　 　 　 　 　 ス ペ ー サ
２ １ 、 ３ １ 　 　 　 透 明 基 板
２ ２ Ｒ ～ ２ ２ Ｂ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ
２ ３ 　 　 　 　 　 　 共 通 電 極
３ ２ 　 　 　 　 　 　 走 査 線
３ ３ 　 　 　 　 　 　 信 号 線
３ ４ 　 　 　 　 　 　 Ｔ Ｆ Ｔ
３ ５ 　 　 　 　 　 　 シ リ コ ン 層
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３ ６ 　 　 　 　 　 　 補 助 容 量 電 極
３ ７ 　 　 　 　 　 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
３ ８ 　 　 　 　 　 　 保 護 絶 縁 膜
３ ９ 　 　 　 　 　 　 層 間 膜
４ ０ 　 　 　 　 　 　 画 素 電 極
４ １ 　 　 　 　 　 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル
４ ５ 　 　 　 　 　 　 （ 信 号 線 側 ） 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
４ ６ 　 　 　 　 　 　 （ 走 査 線 側 ） 樹 脂 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
４ ８ 　 　 　 　 　 　 遮 光 部 材
４ ９ 　 　 　 　 　 　 遮 光 部 材
５ ０ 　 　 　 　 　 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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と平面視で重なるように配置されている。
【選択図】図３

(17) JP 2007-114729 A 2007.5.10



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2007114729A 公开(公告)日 2007-05-10

申请号 JP2006124918 申请日 2006-04-28

[标]申请(专利权)人(译) 爱普生映像元器件有限公司

申请(专利权)人(译) 爱普生影像设备公司

[标]发明人 杉山裕紀
野村慎一郎
加藤隆幸
森田聡

发明人 杉山 裕紀
野村 慎一郎
加藤 隆幸
森田 聡

IPC分类号 G02F1/1343 G02F1/1368 G02F1/1335

CPC分类号 G02F1/133514 G02F1/134336 G02F1/136209 G02F2001/13606

FI分类号 G02F1/1343 G02F1/1368 G02F1/1335.505 G02F1/1335.500

F-TERM分类号 2H091/FA02Y 2H091/FA35Y 2H091/FB02 2H091/FB08 2H091/FC02 2H091/FD04 2H091/GA13 2H091
/HA07 2H091/LA15 2H091/LA17 2H092/GA30 2H092/HA04 2H092/JA26 2H092/JB22 2H092/JB31 
2H092/JB52 2H092/JB58 2H092/JB69 2H092/KA13 2H092/NA01 2H092/NA22 2H092/NA26 2H092
/PA08 2H092/PA09 2H092/PA12 2H092/JA42 2H191/FA02Y 2H191/FA14Y 2H191/FB02 2H191/FB14 
2H191/FC02 2H191/FD04 2H191/FD25 2H191/GA19 2H191/HA06 2H191/LA19 2H191/LA22 2H192
/AA24 2H192/BC31 2H192/CB05 2H192/DA12 2H192/DA43 2H192/DA72 2H192/DA73 2H192/DA74 
2H192/EA04 2H192/EA06 2H192/EA13 2H192/EA17 2H192/EA22 2H192/EA43 2H291/FA02Y 2H291
/FA14Y 2H291/FB02 2H291/FB14 2H291/FC02 2H291/FD04 2H291/FD25 2H291/GA19 2H291/HA06 
2H291/LA19 2H291/LA22

代理人(译) 须泽 修

优先权 2005278287 2005-09-26 JP

其他公开文献 JP4784382B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置，其可以防止来自扫描线和信号线的外围部分的光泄漏，以及抑制诸如串扰的显示缺陷，并
且另外实现有效的功耗。解决方案：液晶显示装置10包括：阵列基板11，其配备有以矩阵排列展开的信号线33和扫描线32，薄膜
晶体管（TFT）34设置在信号线33和扫描线的交叉点附近如图32所示，像素电极40和像素电极40设置在由信号线33和扫描线32界
定的每个像素域中;滤色器基板12上形成有滤色器22R至22B和公共电极23;液晶层13设置在两个基板之间，其中像素电极40定位成
不与信号线33重叠，或者不与扫描线32重叠，或者当从上方观察时不重叠，并且在相邻的像素电极40之间的空间下方，树脂黑矩
阵45展开，以便当从上方观察时与像素电极40重叠。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3c1a324f-77eb-4255-a108-e5205945853e
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037893396/publication/JP2007114729A?q=JP2007114729A



